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Lognormal Gamma Weibull Exponential Uniform
Lognormal 246.62 245.27 244.50 263.00 249.82 
Gamma 245.78 244.44 243.67 262.66 249.94 
Weibull 246.02 244.66 243.88 262.97 250.46 
Exponential 268.67 267.38 266.63 285.84 275.17 
Uniform 251.86 250.48 249.69 268.92 257.63 
データ
平均発生間隔 平均発生間隔
各
発
生
間
隔
ABICの比較
推定された事前分布
ずれ情報なし ずれ情報あり
４．活断層の評価結果
μの推定値の分布
αの推定値の分布
日本内陸の活断層
７．まとめ
ベイズ統計の枠組みを用いて、データやパラメータの持つ
推定誤差を考慮した予測手法を提案した。
個々の活断層でパラメータμ、αの推定値に大きな差が表れた、
特に変動係数αの値の大きさに一定の地域性が見られた。
過去の活動時期や活動回数の不確定性に対し、
事後分布を用いることで一定の情報を得ることができた。
V：ずれの速度
S(t)
プラグイン予測分布
ベイズ予測分布
６．活動時期の不確定性を用いた予測
過去の活動時期の絞り込みと将来予測（大分平野-湯布院断層帯：西部）
最新の地震活動時期
の信用区間（片側９５％）
２つ前の地震活動時期
の信用区間（片側９５％）
２つ前の活動時期
の事後分布
最新活動の
事後分布
将来の活動の
予測分布
過去の活動回数の推定と将来予測（雲仙断群南西部：南部）
ケース１：４５００年前～１６世紀に２回の活動が発生（事後確率６０％）
ケース２：４５００年前～１６世紀に２回の活動が発生（事後確率４０％）
２つ前の活動時期
の事後分布
最新活動の
事後分布
将来の活動の
予測分布
２つ前の活動時期
の事後分布
最新活動の
事後分布
将来の活動の
予測分布
３つ前の活動時期
の事後分布
シミュレーションによる事後分布の推定（立川断層）
事前分布のサンプル（白）と、採択された事後分布のサンプル（青）の比較
事前分布の平均
（12000年）
事後分布の平均
（20000年）
各パラメータの事後分布と相関関係
ｔ last
α
μ
５．事後分布の推定
